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JAAS (Japanese Association of Autism Support)

このたび、全日本自閉症支援者協会副会長の大
任を仰せつかりました加藤潔と申します。とにかく
こういう「長」がつくような仕事は自分には不向き
だという自覚だけはあるので、口先だけでごまか
すことに注力するしかないと思っております。期待
値をゼロにしておいていただけますと幸いです。
口先だけでヘラヘラとかわしていこうと思って
いたのに、巻頭言を書けというお達しがあり、何
を書けばいいのと途方に暮れたまま、とりあえず
「ハブ」をキーワードに書き始めます。マングース
と戦うハブではございません。英語の動詞 have で
もありません。「hub」です。AI に聞いてみまし
たら、「ハブ（hub）は、英語で【中心】という意
味を持ちます。この意味から、さまざまな分野で	
【情報やデータが集まる中心地】を指す言葉として
使われています」との回答がありました。全日本
自閉症支援者協会（以下、全自者協と略します）
のあるべき姿は、それぞれの会員施設が各地域の
ハブ（hub）として機能していることなのかもしれ
ないなという気がしてきました。
もちろん各地域には発達障害者支援センターが
あり、ハブとしての機能を果たしておられます。
しかし、全自者協の会員施設にはコテコテの支援
の現場があって、そこに利用者さんがいて、リア
ルでガチな風景があります。それもハブとして貴
重な存在だと思います。北海道には新千歳空港と
いうハブ空港がありますけれど、丘珠空港にも函
館空港にもそのほかの空港にもハブの役割があっ
て、それぞれがそれぞれを補完しながら航空網を
形作っているわけですから、自閉症支援において

もいろいろなハブがあっていいわけです。
では、全自者協の会員施設はどのようなハブに
なるべきなのか。実際の支援を見てもらって伝え
ることができるハブです。そのために全自者協は
SV研修という企画を持っていますし、全国大会や
各ブロックでは地域の方々を巻き込んだ研修も行
われています。そして、現場を持っているからこ
そ、国の施策立案にかかわる研究や提言に根拠が
生まれ、それもハブとしての機能をブラッシュアッ
プしていくことになります。
強度行動障害の支援分野では、標準的な支援と
いう言葉が使われるようになってきました。標準
的な支援は強度行動障害だけではなく、自閉症支
援や発達障害支援、さらには対人支援においても
スタンダードなものになるべきであり、そのため
には強度行動障害支援の分野で先駆的に取り組ん
できた全自者協会員施設が地域のハブになってい
ることが必須でしょう。
私たちがハブになりえているか、それをいつも
自分たちに問いかけていきたいものです。見ても
らうことで支援の真髄を伝えられるだけの技量を
高めるべく努力しているのか、そのノウハウを自
分たちだけではなく地域に還元するための関係づ
くりに力を注いでいるのか、それが全自者協会員
施設に問われているのだと思います。
ヘビのハブのような強さを持ち（厄介者になっ
てはなりませんが強さに関しては見習って）、Yes,	
we	have. と堂々と言える全自者協でいたいなと思
います。そのために微力ながら頑張ります。改め
まして、どうぞよろしくお願いいたします。

自閉症支援のハブになる

社会福祉法人はるにれの里　加藤　潔
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○	

下
記
の
通
り
全
日
本
自
閉
症
支
援
者
協

会
の
年
次
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

・
日
時
　	

令
和
7
年
6
月
27
日
（
金
）	

13
：
00
～
16
：
30

・
場
所
　	

T
K
P
東
京
駅
カ
ン
フ
ァ
レ
ン

ス
セ
ン
タ
ー	

カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス

ル
ー
ム
2
A

○
松
上
会
長
挨
拶

全
日
本
自
閉
症
支
援
協
会
は
お
よ
そ
40

年
前
に
自
閉
症
の
お
子
様
が
い
ら
っ
し
ゃ

る
保
護
者
の
皆
さ
ん
が
作
り
上
げ
た
施
設

が
集
ま
っ
て
発
足
し
た
組
織
で
ご
ざ
い
ま

す
。
よ
う
や
く
強
度
行
動
障
害
の
あ
る

方
々
の
支
援
の
仕
組
み
や
人
材
の
育
成
の

仕
組
み
が
国
レ
ベ
ル
で
実
現
し
て
き
ま
し

た
。
当
協
会
も
厚
生
労
働
省
障
害
者
総
合

福
祉
推
進
事
業
へ
の
協
力
な
ど
を
通
し
て

仕
組
み
づ
く
り
に
は
微
力
な
が
ら
貢
献
し

て
参
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
皆
さ
ん
が
普
段

の
支
援
の
中
で
積
み
上
げ
て
き
た
結
果
で

あ
る
と
思
い
ま
す
の
で
、
皆
様
に
心
か
ら

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

○
議
事
の
進
行

定
款
第
16
条
の
規
定
に
よ
り
松
上
利
男

会
長
が
議
長
に
選
出
さ
れ
た
後
、
事
務
局

か
ら
全
91
施
設
中
、
出
席
32
施
設	

委
任
状

42
施
設	

合
計
74
施
設
で
過
半
数
を
満
た
し

て
い
る
の
で
総
会
が
成
立
し
て
い
る
こ
と

を
報
告
い
た
し
ま
し
た
。
下
記
、
8
件
の

議
案
が
提
出
さ
れ
、
い
ず
れ
も
出
席
者
の

全
員
一
致
で
承
認
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

（
１
）
令
和
6
年
度
事
業
報
告

１
．	
行
政
機
関
お
よ
び
関
連
団
体
と
の
情

報
交
換
、
連
携
・
協
議

	

　
厚
生
労
働
省
、
こ
ど
も
家
庭
庁
、
日

本
自
閉
症
協
会
、
日
本
知
的
障
害
者
福

祉
協
会
、
発
達
障
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー

全
国
連
絡
協
議
会
、
J
D
D
ネ
ッ
ト
等

と
必
要
に
応
じ
て
情
報
交
換
を
行
っ
た
。

２
．
要
望
活
動

	

　
こ
ど
も
家
庭
庁
よ
り
「
障
害
児
支
援

に
お
け
る
人
材
育
成
に
関
す
る
検
討
に

向
け
た
意
見
に
つ
い
て
」
の
提
出
依
頼
を

受
け
、
政
策
委
員
会
お
よ
び
児
童
療
育

部
会
を
中
心
に
意
見
を
ま
と
め
て
提
出
。

３
．
第
37
回
研
究
大
会（
岩
手
大
会
）の
開
催

・	

期
日
：
令
和
6
年
12
月
9
日
（
月
）
～

10
日
（
火
）

・	

会
場
：
ア
イ
ー
ナ
（
い
わ
て
県
民
情
報

交
流
セ
ン
タ
ー
）

・
主
管
：
北
海
道
東
北
ブ
ロ
ッ
ク

※	

報
告
は
全
自
者
協
ニ
ュ
ー
ス
第
65
号
に

掲
載
済

４
．
第
38
回
大
会（
福
井
大
会
）の
企
画

・	

期
日
：
令
和
7
年
12
月
8
日
（
月
）
～

9
日
（
火
）

・
会
場
：
ホ
テ
ル
フ
ジ
タ
福
井

・
主
管
：
北
信
越
ブ
ロ
ッ
ク

・	

詳
細
は
R
7
年
度
事
業
計
画
案
に
て
説

明
※
要
項
は
協
会
W
E
B
サ
イ
ト
に
掲
載

５
．
会
報
の
発
行
（
2
回
／
年
）

・
全
自
者
協
ニ
ュ
ー
ス
63
号
発
行
（
6
月
）

・
全
自
者
協
ニ
ュ
ー
ス
64
号
発
行
（
12
月
）

・	

約
2
5
0
箇
所
に
送
付
（
会
員
、
発
達

障
が
い
者
支
援
セ
ン
タ
ー
、
行
政
機
関
、

議
員
、
そ
の
他
関
係
機
関
等
）

６
．	

世
界
自
閉
症
啓
発
デ
ー
2
0
2
5
の

共
催/

日
本
実
行
委
員
会
へ
の
参
画

・	
当
協
会
か
ら
5
名
が
世
界
自
閉
症
啓
発

デ
ー
2
0
2
5
日
本
実
行
委
員
会
へ
参

加
・	

当
協
会
は
主
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
in
ブ
ル
ー

（
当
事
者
メ
ッ
セ
ー
ジ
）
を
担
当

７
．
調
査
・
研
究
活
動

・	

令
和
6
年
度
厚
生
労
働
省
障
害
者
総
合

福
祉
推
進
事
業

　	『
指
定
課
題
番
号
14
：
強
度
行
動
障
害
を

有
す
る
者
の
集
中
的
支
援
の
取
組
推
進

に
む
け
た
調
査
研
究
』
を
行
い
ま
し
た
。

※
協
会
W
E
B
サ
イ
ト
に
掲
載

８
．	

令
和
6
年
度
発
達
障
害
支
援
ス
ー
パ	

ー
バ
イ
ザ
ー
養
成
研
修
の
実
施

【
ベ
ー
シ
ッ
ク
コ
ー
ス
】

・	

Ａ
コ
ー
ス
：
ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
の
み	

（
全
8
講
義
）

　
実
施
：
2
0
2
4
年
8
月
1
日
～
31
日

　
受
講
者
：
22
名
（
募
集
：
50
名
）

・	

Ｂ
コ
ー
ス
：
ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
＋
実
務
研
修

　
受
講
者
：
6
名
（
募
集
：
10
名
）

　
途
中
辞
退
：
1
名

【
ア
ド
バ
ン
ス
コ
ー
ス
】

　
受
講
者
：
12
名
（
募
集
：
30
名
）

　
途
中
辞
退
：
3
名

・
ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
（
全
3
講
義
）

　
実
施
：
2
0
2
4
年
8
月
1
日
～
31
日

・	

オ
ン
ラ
イ
ン
演
習
（
Ｐ
Ｃ
Ａ
Ｇ
Ｉ
Ｐ
に

よ
る
事
例
検
討
）
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
共
同

開
催

　
実
施
：
2
0
2
4
年
9
月
14
日
（
土
）

　
前
年
度
受
講
者
参
加
者
：
8
名

・	

経
過
報
告
会
（
オ
ン
ラ
イ
ン
）
関
東
ブ

ロ
ッ
ク
共
同
開
催

　
実
施
：
2
0
2
4
年
12
月
14
日
（
土
）

　
前
年
度
受
講
参
加
者
：
7
名

令
和
7
年
度

　一
般
社
団
法
人 

全
日
本
自
閉
症
支
援
者
協
会

　総
会

　議
事
録
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９
．
協
会
ブ
ロ
ッ
ク
活
動
の
推
進

・	

全
ブ
ロ
ッ
ク
に
10
万
円
ず
つ
活
動
費
を

予
算
計
上
し
、
各
ブ
ロ
ッ
ク
の
活
動
を

推
進

（
２
）
令
和
6
年
度
決
算
報
告

　
水
野
監
事
よ
り
監
査
報
告
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

（
３
）	

令
和
7
年
度	

役
員
の
提
案
（
理
事

の
交
代
）

　
退
任
：
佐
藤	

貴
志
氏
（
は
る
に
れ
の
里
）

　	

新
任
：
加
藤	

潔
氏
（
は
る
に
れ
の
里
）

　	

加
藤
氏
は
中
野
伊
知
郎
氏
に
代
わ
り
、

副
会
長
に
就
任
さ
れ
ま
し
た
。

（
４
）
令
和
7
年
度
事
業
計
画
（
案
）

1
．	

行
政
機
関
お
よ
び
関
連
団
体
と
の
情

報
交
換
、
連
携
・
協
議

・	

厚
生
労
働
省
、
こ
ど
も
家
庭
庁
、
日
本

自
閉
症
協
会
、
日
本
知
的
障
害
者
福
祉

協
会
、
発
達
障
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー
全

国
連
絡
協
議
会
、
J
D
D
ネ
ッ
ト		

他

・
厚
生
労
働
省
と
の
意
見
交
換
会

２
．
要
望
活
動

・
制
度
や
報
酬
に
関
す
る
要
望
活
動
等

３
．
第
38
回
研
究
大
会
の
開
催

・	

期
日
：
令
和
7
年
12
月
8
日
（
月
）
～

9
日
（
火
）

・
会
場
：
ホ
テ
ル
フ
ジ
タ
福
井

・
主
管
：
北
信
越
ブ
ロ
ッ
ク

※	

開
催
要
項
は
協
会
W
E
B
サ
イ
ト
に
掲

載
４
．
第
39
回
大
会（
豊
橋
大
会
）の
企
画

・	

期
日
：
令
和
8
年
11
月
30
日
（
月
）
～

12
月
1
日
（
火
）

・
会
場
：
ホ
テ
ル
ア
ソ
シ
ア
豊
橋

・	

主
管
：
東
海
ブ
ロ
ッ
ク
（
主
管
施
設
：

自
由
の
杜
）

５
．
会
報
の
発
行
（
2
回
／
年
）

・
第
65
号
：
6
月
発
行
予
定

・
第
66
号
：
11
月
に
発
行
予
定

６
．	

世
界
自
閉
症
啓
発
デ
ー
2
0
2
6
の

共
催
／
日
本
実
行
委
員
会
へ
の
参
画

７
．
調
査
・
研
究
活
動

８
．	

令
和
7
年
度
発
達
障
害
支
援
ス
ー
パ	

ー
バ
イ
ザ
ー
養
成
研
修
の
実
施

※
協
会
W
E
B
サ
イ
ト
に
掲
載

９
．
協
会
ブ
ロ
ッ
ク
活
動
の
推
進

・	

各
ブ
ロ
ッ
ク
に
10
万
円
ず
つ
予
算
を
配

当
す
る

10
．
そ
の
他

・	

国
の
施
策
や
自
閉
症
協
会
と
の
関
係
を

含
め
た
自
閉
症
者
施
設
の
あ
り
方
や
全

日
本
自
閉
症
支
援
者
協
会
の
役
割
に
つ

い
て
の
検
討
を
進
め
る
。

・	

協
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
改
定
に
向
け
て

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
組
織
す
る
。

※	

事
業
計
画
に
つ
き
ま
し
て
は
、
感
染
症

の
流
行
等
に
よ
っ
て
は
変
更
が
あ
る
こ

と
を
ご
了
承
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

（
５
）
令
和
7
年
度
予
算
（
案
）

（
6
）
旅
費
規
程
の
件

・	

物
価
高
騰
に
伴
い
宿
泊
費
も
高
騰
し

て
い
る
現
状
を
鑑
み
、
1
泊
あ
た
り

1
0,
0
0
0
円
か
ら
1
5,
0
0
0
円

へ
引
き
上
げ
る
。

（
7
）	

令
和
6
年
度
厚
生
労
働
省
障
害
者
総

合
福
祉
推
進
事
業
の
報
告

※
要
項
は
協
会
W
E
B
サ
イ
ト
に
掲
載

（
８
）
そ
の
他

　
新
規
入
会
：

　
　	

み
ん
な
の
広
場
（
神
奈
川
県
）、
宙
★

り
す
（
兵
庫
県
）、
陽
だ
ま
り
（
新
潟

県
）

（
全
日
本
自
閉
症
支
援
者
協
会
事
務
局
）
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９
．
協
会
ブ
ロ
ッ
ク
活
動
の
推
進

・	
全
ブ
ロ
ッ
ク
に
10
万
円
ず
つ
活
動
費
を

予
算
計
上
し
、
各
ブ
ロ
ッ
ク
の
活
動
を

推
進

（
２
）
令
和
6
年
度
決
算
報
告

　
水
野
監
事
よ
り
監
査
報
告
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

（
３
）	

令
和
7
年
度	

役
員
の
提
案
（
理
事

の
交
代
）

　
退
任
：
佐
藤	

貴
志
氏
（
は
る
に
れ
の
里
）

　	

新
任
：
加
藤	

潔
氏
（
は
る
に
れ
の
里
）

　	

加
藤
氏
は
中
野
伊
知
郎
氏
に
代
わ
り
、

副
会
長
に
就
任
さ
れ
ま
し
た
。

（
４
）
令
和
7
年
度
事
業
計
画
（
案
）

1
．	

行
政
機
関
お
よ
び
関
連
団
体
と
の
情

報
交
換
、
連
携
・
協
議

・	

厚
生
労
働
省
、
こ
ど
も
家
庭
庁
、
日
本

自
閉
症
協
会
、
日
本
知
的
障
害
者
福
祉

協
会
、
発
達
障
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー
全

国
連
絡
協
議
会
、
J
D
D
ネ
ッ
ト		

他

・
厚
生
労
働
省
と
の
意
見
交
換
会

２
．
要
望
活
動

・
制
度
や
報
酬
に
関
す
る
要
望
活
動
等

３
．
第
38
回
研
究
大
会
の
開
催

・	

期
日
：
令
和
7
年
12
月
8
日
（
月
）
～

9
日
（
火
）

・
会
場
：
ホ
テ
ル
フ
ジ
タ
福
井

・
主
管
：
北
信
越
ブ
ロ
ッ
ク

※	

開
催
要
項
は
協
会
W
E
B
サ
イ
ト
に
掲

載
４
．
第
39
回
大
会（
豊
橋
大
会
）の
企
画

・	

期
日
：
令
和
8
年
11
月
30
日
（
月
）
～

12
月
1
日
（
火
）

・
会
場
：
ホ
テ
ル
ア
ソ
シ
ア
豊
橋

・	

主
管
：
東
海
ブ
ロ
ッ
ク
（
主
管
施
設
：

自
由
の
杜
）

５
．
会
報
の
発
行
（
2
回
／
年
）

・
第
65
号
：
6
月
発
行
予
定

・
第
66
号
：
11
月
に
発
行
予
定

６
．	

世
界
自
閉
症
啓
発
デ
ー
2
0
2
6
の

共
催
／
日
本
実
行
委
員
会
へ
の
参
画

７
．
調
査
・
研
究
活
動

８
．	
令
和
7
年
度
発
達
障
害
支
援
ス
ー
パ	

ー
バ
イ
ザ
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養
成
研
修
の
実
施

※
協
会
W
E
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サ
イ
ト
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掲
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９
．
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ロ
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進

・	
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ロ
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ホ
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ペ
ー
ジ
改
定
に
向
け
て

プ
ロ
ジ
ェ
ク
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チ
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。

※	

事
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計
画
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感
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症
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あ
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と
を
ご
了
承
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申
し
上
げ
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7
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6
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騰
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現
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1
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あ
た
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1
0,
0
0
0
円
か
ら
1
5,
0
0
0
円

へ
引
き
上
げ
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。

（
7
）	

令
和
6
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度
厚
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働
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障
害
者
総
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福
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推
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事
業
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報
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※
要
項
は
協
会
W
E
B
サ
イ
ト
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掲
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（
８
）
そ
の
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新
規
入
会
：

　
　	

み
ん
な
の
広
場
（
神
奈
川
県
）、
宙
★

り
す
（
兵
庫
県
）、
陽
だ
ま
り
（
新
潟

県
）

（
全
日
本
自
閉
症
支
援
者
協
会
事
務
局
）
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第 38 回　全日本自閉症支援者協会　福井大会を開催しました

※詳しい開催報告は次号に掲載いたします。
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2
0
2
4
年
11
月
・
2
0
2
5
年
7
月

に
大
分
県
が
実
施
し
た
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
視

察
を
通
じ
て
、
現
地
の
教
育
機
関
や
送
り

出
し
機
関
、
そ
し
て
若
者
た
ち
の
姿
に
触

れ
る
こ
と
が
で
き
、
社
会
福
祉
法
人
萌
葱

の
郷
で
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
か
ら
の
実
習
生
を

受
け
入
れ
る
こ
と
に
非
常
に
大
き
な
可
能

性
と
意
義
を
感
じ
ま
し
た
。

ま
ず
何
よ
り
も
印
象
的
だ
っ
た
の
は
、

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
若
者
た
ち
が
日
本
に
対

し
て
抱
い
て
い
る
憧
れ
と
純
粋
な
好
意
で

す
。
日
本
で
働
く
こ
と
が
ス
テ
イ
タ
ス
と

さ
れ
て
い
る
現
地
の
風
潮
や
、
日
系
企
業

の
誠
実
な
活
動
が
親
日
感
情
を
育
ん
で
い

る
こ
と
か
ら
も
、
日
本
と
い
う
国
が
彼
ら

に
と
っ
て
希
望
の
象
徴
で
あ
る
こ
と
が
伝

わ
っ
て
き
ま
し
た
。
我
々
視
察
団
が
訪
れ

た
際
に
は
、
ま
る
で
ビ
ー
ト
ル
ズ
が
来
日

し
た
か
の
よ
う
な
熱
狂
的
な
歓
迎
を
受

け
、
彼
ら
の
目
の
輝
き
と
笑
顔
に
は
、
未

来
へ
の
期
待
と
誠
実
な
思
い
が
溢
れ
て
い

ま
し
た
。

こ
う
し
た
若
者
た
ち
の
純
粋
さ
は
、
介

護
や
福
祉
の
現
場
に
お
い
て
非
常
に
重
要

な
資
質
で
す
。
人
と
人
と
の
関
係
性
を
大

切
に
し
、
家
族
を
思
い
や
る
文
化
が
根
付

い
て
い
る
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
は
、
対
人
支

援
の
仕
事
に
対
し
て
自
然
な
親
和
性
を

持
っ
て
い
る
と
感
じ
ま
し
た
。
特
に
、
送

り
出
し
機
関
で
し
っ
か
り
と
日
本
語
教
育

や
文
化
理
解
が
進
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
受
け
入
れ
後
の
定
着
率
や
職
場
で
の

適
応
力
に
も
期
待
が
持
て
ま
す
。

ま
た
、
現
地
の
教
育
機
関
で
は
、
看
護

や
介
護
に
関
す
る
基
礎
的
な
知
識
を
持
つ

学
生
が
多
く
、
障
害
福
祉
分
野
に
お
い
て

は
看
護
資
格
が
不
要
で
あ
る
こ
と
も
、
受

け
入
れ
の
柔
軟
性
を
高
め
る
要
因
と
な
り

ま
す
。
送
り
出
し
機
関
で
は
、
日
本
語
レ

ベ
ル
が
段
階
的
に
向
上
し
て
お
り
、
特
に

日
本
文
化
へ
の
理
解
が
深
い
機
関
と
連
携

す
る
こ
と
で
、
実
習
生
の
適
応
支
援
が
よ

り
効
果
的
に
行
え
る
と
感
じ
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
若
者
た
ち

は
非
常
に
シ
ャ
イ
で
あ
り
な
が
ら
、
慣
れ

た
環
境
で
は
明
る
く
元
気
に
振
る
舞
う
と

い
う
二
面
性
を
持
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
点

は
、
日
本
の
職
場
文
化
と
も
親
和
性
が
高

く
、
適
切
な
支
援
体
制
と
人
間
関
係
の
構

築
に
よ
っ
て
、
彼
ら
の
持
ち
味
を
最
大
限

に
引
き
出
す
こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
。

特
に
、
職
場
内
に
「
お
母
さ
ん
的
存
在
」

と
し
て
優
し
く
話
を
聞
き
、
時
に
厳
し
く

指
導
で
き
る
中
堅
女
性
職
員
が
い
る
こ
と

が
、
定
着
支
援
に
お
い
て
重
要
で
あ
る
と

い
う
指
摘
は
、
日
本
人
の
新
人
に
も
参
考

に
す
る
べ
き
視
点
で
す
。

宗
教
面
に
お
い
て
も
、
イ
ス
ラ
ム
教

の
習
慣
や
価
値
観
を
尊
重
し
な
が
ら
、
事

前
の
契
約
や
条
件
設
定
に
よ
っ
て
柔
軟
な

対
応
が
可
能
で
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し

た
。
ヒ
ジ
ャ
ブ
の
着
用
や
ラ
マ
ダ
ン
期
間

の
勤
務
調
整
な
ど
、
文
化
的
背
景
を
理
解

し
、
誠
実
に
向
き
合
う
こ
と
で
、
信
頼
関

係
を
築
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

そ
し
て
何
よ
り
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
若

者
た
ち
が
「
日
本
で
働
き
た
い
」
と
願
う

背
景
に
は
、
家
族
へ
の
思
い
や
り
と
未
来

へ
の
希
望
が
あ
り
ま
す
。
保
護
者
が
視
察

に
訪
れ
、
子
ど
も
た
ち
の
就
職
先
に
つ
い

て
真
剣
に
質
問
す
る
姿
は
、
日
本
の
保
護

者
と
何
ら
変
わ
ら
ず
、
家
族
を
大
切
に
す

る
文
化
が
根
底
に
あ
る
こ
と
を
強
く
感
じ

ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
背
景
を
理
解
し
、

受
け
入
れ
側
と
し
て
誠
実
に
対
応
す
る
こ

と
が
、
彼
ら
の
夢
を
支
え
、
社
会
福
祉
法

人
と
し
て
の
使
命
を
果
た
す
こ
と
に
も
繋

が
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

全
自
者
協
の
中
で
は
先
駆
的
に
受
け
入

れ
を
す
す
め
て
ら
っ
し
ゃ
る
法
人
も
ご
ざ

い
ま
す
し
、
今
後
、
私
達
が
海
外
か
ら
の

実
習
生
を
受
け
入
れ
る
こ
と
は
、
単
な
る

人
材
確
保
に
と
ど
ま
ら
ず
、
国
際
的
な
相

互
理
解
と
信
頼
の
架
け
橋
と
な
る
取
り
組

み
に
も
な
り
ま
す
。
若
者
た
ち
の
純
粋
な

思
い
に
応
え
、「
日
本
で
働
け
て
よ
か
っ
た
」

と
心
か
ら
言
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
環
境

づ
く
り
を
、
全
自
者
協
の
み
な
さ
ん
と
真

摯
に
進
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

社
会
福
祉
法
人
萌
葱
の
郷
　
五
十
嵐
　
猛

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
技
能
実
習
生
と
の

交
流
を
受
け
て
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社
会
福
祉
事
業
の
分
断
化
は
、
当
事
者

や
家
族
、
支
援
者
に
「
支
援
が
途
切
れ
る

の
で
は
な
い
か
」
と
い
う
不
安
を
も
た
ら
し

て
い
ま
す
。
特
に
自
閉
症
児
の
支
援
に
お

い
て
は
、
児
童
期
か
ら
成
人
期
へ
と
続
く
一

貫
性
が
欠
け
る
と
、
本
人
の
成
長
や
家
族

の
安
心
感
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。

こ
う
し
た
課
題
に
向
き
合
う
存
在
が
、
全

日
本
自
閉
症
支
援
者
協
会
で
す
。

近
年
注
目
さ
れ
て
い
る
の
が
、
強
度
行
動

障
害
の
予
防
的
支
援
で
す
。
行
動
障
害
が

深
刻
化
し
て
か
ら
対
応
す
る
の
で
は
な
く
、

早
期
に
兆
候
を
捉
え
、
環
境
調
整
や
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
支
援
を
行
う
こ
と
で
、
本
人

の
生
活
の
安
定
と
家
族
の
安
心
を
守
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
研
修
会
の
事
例
報
告
で

も
、
子
ど
も
の
身
体
・
感
覚
・
認
識
・
行
為
・

意
識
を
多
面
的
に
理
解
し
た
り
、
保
育
所

保
育
指
針
や
児
童
発
達
支
援
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
を
活
用
し
た
り
す
る
こ
と
で
、
発
達
段
階

の
共
有
を
進
め
、
行
動
障
害
の
深
刻
化
を

防
い
だ
取
り
組
み
が
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
予
防
的
支
援
を
持
続
可
能
な

も
の
に
す
る
た
め
に
は
、
何
よ
り
も
関
係

性
の
構
築
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
児
童
や
家

族
と
の
関
係
性
の
深
ま
り
は
も
ち
ろ
ん
で

す
が
、
支
援
者
同
士
が
法
人
や
地
域
を
越

え
て
つ
な
が
り
合
う
こ
と
で
、
知
識
や
経
験

去
る
、
8
月
22
日
に
発
達
障
害
支
援
セ

ン
タ
ー
部
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
6
事
業
所
　
9
名
の
方
の
参

加
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
助
言
者
と
し

て
厚
生
労
働
省
　
山
根
　
和
史
　
発
達
障

害
施
策
調
整
官
、
西
尾
　
大
輔
　
発
達
障

害
支
援
専
門
官
の
お
二
方
に
も
ご
参
加
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

内
容
と
し
て
は
、
発
達
障
害
者
支
援
セ

ン
タ
ー
に
も
支
援
の
中
核
を
担
う
こ
と
が

期
待
さ
れ
て
い
る
強
度
行
動
障
害
の
あ
る

人
へ
の
地
域
支
援
体
制
に
つ
い
て
、
地
域

の
現
状
に
つ
い
て
、
現
在
進
め
ら
れ
て
い

る
「
状
態
が
悪
化
し
た
強
度
行
動
障
害
を

有
す
る
児
者
へ
の
集
中
的
支
援
」
の
広
域

的
支
援
人
材
の
活
動
状
況
に
つ
い
て
参
加

事
業
所
か
ら
ご
報
告
を
頂
き
ま
し
た
。
報

告
の
中
で
多
く
挙
げ
ら
れ
た
の
が
、「
地
域

の
事
業
所
で
強
度
行
動
障
害
の
人
の
受
け

入
れ
が
難
し
い
」
で
し
た
。

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
て
、
発
達
障

害
支
援
セ
ン
タ
ー
で
行
動
障
害
の
コ
ン
サ

ル
を
実
施
す
る
専
門
家
派
遣
事
業
を
行
っ

て
い
る
と
こ
ろ
や
、
市
で
専
門
支
援
員
の

育
成
を
行
い
、
市
内
各
事
業
所
か
ら
の
支

援
に
つ
い
て
の
相
談
対
応
、
要
望
に
応
じ

て
事
業
所
へ
専
門
支
援
員
の
派
遣
を
行

い
、
強
度
行
動
障
害
の
あ
る
方
が
安
定
し

を
共
有
し
、
安
心
し
て
挑
戦
で
き
る
文
化

が
生
ま
れ
ま
す
。
家
族
に
と
っ
て
も
「
ど
こ

に
相
談
し
て
も
同
じ
方
向
性
で
支
援
が
受

け
ら
れ
る
」
と
い
う
信
頼
感
に
つ
な
が
り
、

本
人
に
と
っ
て
は
「
自
分
を
理
解
し
て
く
れ

る
人
が
い
る
」
と
い
う
安
心
感
を
育
む
こ
と

が
で
き
ま
す
。
こ
れ
は
支
援
の
質
を
高
め

る
だ
け
で
な
く
、
支
援
文
化
を
未
来
へ
と
つ

な
ぐ
基
盤
と
も
な
り
ま
す
。

児
童
療
育
部
会
は
、
全
国
の
支
援
者
を

つ
な
ぎ
、
知
見
を
共
有
し
、
研
修
を
通
じ

て
人
材
を
育
成
す
る
場
で
す
。
こ
こ
に
参

加
す
る
こ
と
で
、
強
度
行
動
障
害
の
予
防

的
支
援
を
実
践
す
る
た
め
の
最
新
の
知
識

や
事
例
を
学
び
、
地
域
に
還
元
す
る
こ
と

を
目
指
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
何
よ
り
も
、

支
援
者
同
士
が
関
係
性
を
築
き
、
共
に
歩

む
仲
間
を
得
る
こ
と
が
予
防
的
支
援
の
実

践
に
つ
な
が
り
ま
す
。

私
た
ち
が
目
指
す
の
は
、
分
断
に
よ
っ
て

生
ま
れ
た
困
り
や
不
安
を
乗
り
越
え
、
当

事
者
・
家
族
・
支
援
者
が
安
心
し
て
未
来

を
描
け
る
社
会
で
す
。
そ
の
た
め
に
、
児

童
支
援
部
会
へ
の
参
加
を
通
じ
て
、
予
防

的
支
援
と
関
係
性
の
構
築
を
広
げ
、
支
援

文
化
を
持
続
可
能
な
も
の
と
し
て
確
立
し

て
い
き
ま
し
ょ
う
。

児
童
療
育
部
会
　
五
十
嵐
　
猛

た
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
取
り

組
ん
で
い
る
と
い
う
ご
報
告
も
あ
り
ま
し

た
。ま

た
、
広
域
的
支
援
人
材
の
活
動
状
況

に
つ
い
て
は
、
ま
だ
、
本
格
的
に
活
動
さ

れ
て
い
る
報
告
は
な
く
、
ど
の
よ
う
に
発

達
障
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー
が
関
わ
っ
て
い

く
の
か
と
い
う
質
問
も
聞
か
れ
ま
し
た
。

山
根
調
整
官
　
西
尾
専
門
官
か
ら
は
、

改
め
て
広
域
的
支
援
人
材
に
つ
い
て
の
説

明
を
頂
き
、
参
加
者
か
ら
出
ま
し
た
質
問

に
お
答
え
を
頂
き
ま
し
た
。

参
加
さ
れ
た
方
か
ら
は
、「
他
の
地
域
の

状
況
が
知
れ
て
よ
か
っ
た
」
と
の
意
見
も

い
た
だ
き
、
ま
た
、
助
言
を
頂
き
ま
し
た

お
二
方
か
ら
も
、「
地
域
の
現
状
が
聞
け
て

大
変
参
考
に
な
っ
た
。」
と
の
お
話
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

残
念
な
が
ら
、
こ
の
度
ご
参
加
い
た
だ

い
た
事
業
所
が
多
く
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
部
会
の
内
容
の
充
実
を
は
か
り
、
加

盟
法
人
で
運
営
さ
れ
て
い
る
セ
ン
タ
ー
に

参
加
し
た
い
と
思
え
る
内
容
に
し
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
是
非
、
発
達

障
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー
の
皆
様
、
次
回
、

ご
参
加
を
い
た
だ
け
ま
す
と
幸
い
で
す
。

発
達
障
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー
部
会
　

　
和
田
　
康
宏

h─── h─── h─── h─── h─── h─── h─── h─── h─── h─── h─── h─── h─── h─── h

予
防
的
支
援
に
向
け
た
関
係
性
を
育
む 

― 

児
童
療
育
部
会
へ
の
参
加
を
求
め
て

発
達
障
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー
部
会
　
開
催
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今
年
度
の
Ｓ
Ｖ
研
修
も
、
ベ
ー
シ
ッ
ク

コ
ー
ス
、
ア
ド
バ
ン
ス
コ
ー
ス
共
に
例
年

通
り
進
行
し
て
い
ま
す
。

ベ
ー
シ
ッ
ク
Ａ
コ
ー
ス
は
支
援
の
基

礎
、
ベ
ー
シ
ッ
ク
Ｂ
コ
ー
ス
は
座
学
で
学

ん
だ
支
援
の
基
礎
の
実
体
験
、
そ
し
て
、

ア
ド
バ
ン
ス
コ
ー
ス
で
は
、
リ
ー
ダ
ー
と

し
て
の
支
援
者
支
援
、
指
導
育
成
の
基
礎
。

そ
れ
ぞ
れ
に
普
遍
的
な
ニ
ー
ズ
で
コ
ー
ス

分
け
し
て
い
る
の
で
す
が
、
受
講
者
の
事

情
や
思
惑
は
様
々
で
す
。
受
講
の
問
い
合

わ
せ
で
、「
い
き
な
り
実
習
は
ハ
ー
ド
な
の

で
、
一
年
目
は
座
学
だ
け
の
ベ
ー
シ
ッ
ク

Ａ
コ
ー
ス
を
受
講
し
て
、
次
の
年
度
に
Ｂ

コ
ー
ス
の
実
務
研
修
だ
け
受
け
た
い
。
ア

ド
バ
ン
ス
は
そ
れ
が
済
ん
で
か
ら
じ
っ
く

り
考
え
ま
す
」
と
い
う
ご
希
望
や
、「
メ

イ
ン
は
ア
ド
バ
ン
ス
コ
ー
ス
で
部
下
の
指

導
の
基
礎
を
学
び
た
い
の
だ
け
れ
ど
、
そ

の
た
め
に
支
援
の
基
礎
も
復
習
し
て
お
き

た
い
の
で
、
ベ
ー
シ
ッ
ク
Ａ
コ
ー
ス
と
ア

ド
バ
ン
ス
コ
ー
ス
を
同
年
度
に
受
講
し
た

い
」
と
い
う
方
も
い
ま
す
。
以
前
の
よ
う

発
達
障
害
支
援
ス
ー
パ
ー
バ
イ

ザ
ー
養
成
研
修

『
２
０
２
５
年
度
経
過
報
告
』

発
達
障
害
支
援

ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー
養
成
研
修

特
定
事
務
局
　
北
川
　
裕

に
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
式
に
次
々
登
っ
て
い

く
体
系
で
は
な
い
も
の
の
、
そ
れ
ぞ
れ
の

事
情
や
ペ
ー
ス
を
考
慮
し
て
、
指
導
者
、

育
成
者
を
目
指
し
て
い
る
方
が
多
い
よ
う

に
思
い
ま
す
。

ア
ド
バ
ン
ス
コ
ー
ス
に
は
、
す
で
に

直
接
支
援
か
ら
離
れ
て
支
援
の
管
理
や
相

談
、
人
材
育
成
に
携
わ
っ
て
お
ら
れ
る
方
、

多
部
署
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
的
な
役
割
を
執

ら
れ
て
い
る
方
が
多
く
参
加
さ
れ
て
い
ま

す
。
座
学
修
了
後
、
9
月
に
行
わ
れ
る
事

例
検
討
の
演
習
で
は
、
受
講
者
が
自
分
の

困
り
ご
と
を
持
ち
込
ん
で
Ｐ
Ｃ
Ａ
Ｇ
Ｉ
Ｐ

事
例
検
討
を
行
っ
て
い
ま
す
。
直
接
支
援

で
の
困
り
ご
と
を
あ
げ
て
下
さ
る
方
も
多

い
の
で
す
が
、
チ
ー
ム
の
課
題
や
支
援
者

支
援
や
育
成
の
困
り
ご
と
を
あ
げ
て
く
だ

さ
る
方
が
増
え
て
き
て
い
て
、
指
導
者
育

成
者
向
け
の
コ
ー
ス
と
し
て
は
相
応
し
く

な
っ
て
き
て
い
る
よ
う
に
思
え
ま
す
。

「
チ
ー
ム
で
統
一
し
た
支
援
が
で
き
て

い
な
い
。
ど
う
し
た
ら
良
い
か
？
」
最
初

は
そ
う
表
現
さ
れ
た
事
例
が
、
実
際
に
事

例
の
発
表
を
し
て
い
た
だ
く
と
、「
と
あ

る
利
用
者
へ
の
支
援
の
方
向
性
、
内
容
が

チ
ー
ム
内
で
２
つ
に
分
れ
て
い
て
、
相
容

れ
な
い
。
サ
ー
ビ
ス
管
理
責
任
者
で
あ
る

自
分
は
ど
う
関
わ
っ
た
ら
良
い
の
か
？
」

と
い
っ
た
悩
み
が
明
ら
か
に
な
っ
た
り
し

ま
す
。

さ
ら
に
よ
く
聞
く
と
、
こ
の
利
用
者

へ
の
支
援
だ
け
で
な
く
全
般
的
に
チ
ー
ム

が
分
断
し
が
ち
で
、
管
理
者
と
し
て
強
権

を
ふ
る
っ
て
ど
ち
ら
か
の
方
針
に
絞
っ
た

と
し
て
も
、
意
見
が
違
う
メ
ン
バ
ー
か
ら

そ
っ
ぽ
を
向
か
れ
て
し
ま
っ
た
り
、
果
て

は
勤
務
シ
フ
ト
も
組
め
な
く
な
り
か
ね
な

い
。
そ
の
よ
う
な
チ
ー
ム
事
情
が
見
え
て

く
る
。「
支
援
が
統
一
さ
れ
て
い
な
い
と
、

困
る
の
利
用
者
だ
か
ら
・
・
・
」
と
言
っ

て
も
あ
ま
り
響
か
な
い
よ
う
で
す
。
専
門

性
と
か
組
織
性
と
い
っ
た
こ
と
か
ら
す
る

と
あ
っ
て
は
い
け
な
い
こ
と
で
す
が
、
現

実
に
、
そ
う
し
た
問
題
を
抱
え
た
支
援
現

場
は
少
な
く
な
い
よ
う
で
す
。

Ｐ
Ｃ
Ａ
Ｇ
Ｉ
Ｐ
だ
と
そ
う
し
た
困
り

ご
と
に
、
ア
ド
バ
イ
ス
で
は
な
く
、
い
ろ

い
ろ
な
ア
イ
デ
ア
が
提
供
さ
れ
ま
す
。
支

援
の
ア
イ
デ
ア
や
ス
タ
ッ
フ
ミ
ー
テ
ィ
ン

グ
、
事
例
検
討
の
や
り
方
、
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
や
研
修
や
人
事
の
ア
イ
デ
ア
ま
で
出
て

き
ま
す
。
そ
し
て
、
必
ず
と
言
っ
て
い
い

ほ
ど
事
例
提
供
者
が
、「
そ
の
発
想
は
な

か
っ
た
」
と
い
う
ア
イ
デ
ア
を
も
ら
い
、

3
ケ
月
後
に
経
過
報
告
し
て
も
ら
う
こ
と

と
し
て
、
事
例
検
討
を
終
わ
り
ま
す
。

経
過
報
告
の
場
で
は
、
驚
か
さ
れ
る

こ
と
が
多
々
あ
り
ま
す
。
ま
ず
、
事
例
提

供
者
は
も
ら
っ
た
ア
イ
デ
ア
を
選
ん
で
真

摯
に
実
践
し
て
き
て
く
れ
ま
す
。
義
理
堅

さ
で
は
な
く
て
、
事
例
検
討
の
場
で
の
エ

ン
パ
ワ
メ
ン
ト
が
作
用
し
て
い
る
よ
う
で

す
。
さ
ら
に
チ
ー
ム
の
実
情
に
合
わ
せ
て

ア
レ
ン
ジ
し
た
り
修
正
し
た
り
オ
リ
ジ
ナ

ル
の
ア
イ
デ
ア
を
加
え
て
き
て
く
れ
ま

す
。
た
っ
た
3
ヶ
月
と
は
思
え
な
い
よ
う

な
チ
ー
ム
支
援
が
展
開
さ
れ
て
い
た
り
し

ま
す
。
そ
し
て
、
事
例
提
供
者
に
、
チ
ー

ム
に
、
メ
ン
バ
ー
に
、
そ
し
て
利
用
者

に
、
何
か
し
ら
の
好
ま
し
い
変
化
が
あ
っ

た
こ
と
が
確
認
で
き
ま
す
。
事
例
検
討
の

や
り
方
を
座
学
で
学
ん
で
演
習
し
た
だ
け

で
、
こ
れ
ほ
ど
の
成
果
が
で
る
の
で
、
コ

ス
ト
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
は
抜
群
だ
と
思
い

ま
す
。

管
理
者
、
指
導
者
、
育
成
者
と
い
っ
た

立
場
や
役
割
に
つ
く
と
、
支
援
技
能
の
補

填
や
向
上
、
意
欲
の
喚
起
は
自
己
責
任
、

助
言
を
も
ら
え
る
こ
と
も
稀
に
な
り
ま

す
。
し
か
も
、
困
り
ご
と
や
悩
み
は
多
岐

に
わ
た
り
、
複
合
的
に
な
り
、
し
っ
く
り

く
る
研
修
も
な
い
。
そ
う
し
た
ニ
ー
ズ
を

お
持
ち
の
方
に
、
お
勧
め
で
す
。
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Ｓ
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Ａ
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ベ
ー
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ク
Ｂ
コ
ー
ス
は
座
学
で
学

ん
だ
支
援
の
基
礎
の
実
体
験
、
そ
し
て
、

ア
ド
バ
ン
ス
コ
ー
ス
で
は
、
リ
ー
ダ
ー
と

し
て
の
支
援
者
支
援
、
指
導
育
成
の
基
礎
。

そ
れ
ぞ
れ
に
普
遍
的
な
ニ
ー
ズ
で
コ
ー
ス

分
け
し
て
い
る
の
で
す
が
、
受
講
者
の
事

情
や
思
惑
は
様
々
で
す
。
受
講
の
問
い
合

わ
せ
で
、「
い
き
な
り
実
習
は
ハ
ー
ド
な
の

で
、
一
年
目
は
座
学
だ
け
の
ベ
ー
シ
ッ
ク

Ａ
コ
ー
ス
を
受
講
し
て
、
次
の
年
度
に
Ｂ

コ
ー
ス
の
実
務
研
修
だ
け
受
け
た
い
。
ア

ド
バ
ン
ス
は
そ
れ
が
済
ん
で
か
ら
じ
っ
く

り
考
え
ま
す
」
と
い
う
ご
希
望
や
、「
メ

イ
ン
は
ア
ド
バ
ン
ス
コ
ー
ス
で
部
下
の
指

導
の
基
礎
を
学
び
た
い
の
だ
け
れ
ど
、
そ

の
た
め
に
支
援
の
基
礎
も
復
習
し
て
お
き

た
い
の
で
、
ベ
ー
シ
ッ
ク
Ａ
コ
ー
ス
と
ア

ド
バ
ン
ス
コ
ー
ス
を
同
年
度
に
受
講
し
た

い
」
と
い
う
方
も
い
ま
す
。
以
前
の
よ
う

発
達
障
害
支
援
ス
ー
パ
ー
バ
イ

ザ
ー
養
成
研
修

『
２
０
２
５
年
度
経
過
報
告
』

発
達
障
害
支
援

ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー
養
成
研
修

特
定
事
務
局
　
北
川
　
裕

に
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
式
に
次
々
登
っ
て
い

く
体
系
で
は
な
い
も
の
の
、
そ
れ
ぞ
れ
の

事
情
や
ペ
ー
ス
を
考
慮
し
て
、
指
導
者
、

育
成
者
を
目
指
し
て
い
る
方
が
多
い
よ
う

に
思
い
ま
す
。

ア
ド
バ
ン
ス
コ
ー
ス
に
は
、
す
で
に

直
接
支
援
か
ら
離
れ
て
支
援
の
管
理
や
相

談
、
人
材
育
成
に
携
わ
っ
て
お
ら
れ
る
方
、

多
部
署
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
的
な
役
割
を
執

ら
れ
て
い
る
方
が
多
く
参
加
さ
れ
て
い
ま

す
。
座
学
修
了
後
、
9
月
に
行
わ
れ
る
事

例
検
討
の
演
習
で
は
、
受
講
者
が
自
分
の

困
り
ご
と
を
持
ち
込
ん
で
Ｐ
Ｃ
Ａ
Ｇ
Ｉ
Ｐ

事
例
検
討
を
行
っ
て
い
ま
す
。
直
接
支
援

で
の
困
り
ご
と
を
あ
げ
て
下
さ
る
方
も
多

い
の
で
す
が
、
チ
ー
ム
の
課
題
や
支
援
者

支
援
や
育
成
の
困
り
ご
と
を
あ
げ
て
く
だ

さ
る
方
が
増
え
て
き
て
い
て
、
指
導
者
育

成
者
向
け
の
コ
ー
ス
と
し
て
は
相
応
し
く

な
っ
て
き
て
い
る
よ
う
に
思
え
ま
す
。

「
チ
ー
ム
で
統
一
し
た
支
援
が
で
き
て

い
な
い
。
ど
う
し
た
ら
良
い
か
？
」
最
初

は
そ
う
表
現
さ
れ
た
事
例
が
、
実
際
に
事

例
の
発
表
を
し
て
い
た
だ
く
と
、「
と
あ

る
利
用
者
へ
の
支
援
の
方
向
性
、
内
容
が

チ
ー
ム
内
で
２
つ
に
分
れ
て
い
て
、
相
容

れ
な
い
。
サ
ー
ビ
ス
管
理
責
任
者
で
あ
る

自
分
は
ど
う
関
わ
っ
た
ら
良
い
の
か
？
」

と
い
っ
た
悩
み
が
明
ら
か
に
な
っ
た
り
し

ま
す
。

さ
ら
に
よ
く
聞
く
と
、
こ
の
利
用
者

へ
の
支
援
だ
け
で
な
く
全
般
的
に
チ
ー
ム

が
分
断
し
が
ち
で
、
管
理
者
と
し
て
強
権

を
ふ
る
っ
て
ど
ち
ら
か
の
方
針
に
絞
っ
た

と
し
て
も
、
意
見
が
違
う
メ
ン
バ
ー
か
ら

そ
っ
ぽ
を
向
か
れ
て
し
ま
っ
た
り
、
果
て

は
勤
務
シ
フ
ト
も
組
め
な
く
な
り
か
ね
な

い
。
そ
の
よ
う
な
チ
ー
ム
事
情
が
見
え
て

く
る
。「
支
援
が
統
一
さ
れ
て
い
な
い
と
、

困
る
の
利
用
者
だ
か
ら
・
・
・
」
と
言
っ

て
も
あ
ま
り
響
か
な
い
よ
う
で
す
。
専
門

性
と
か
組
織
性
と
い
っ
た
こ
と
か
ら
す
る

と
あ
っ
て
は
い
け
な
い
こ
と
で
す
が
、
現

実
に
、
そ
う
し
た
問
題
を
抱
え
た
支
援
現

場
は
少
な
く
な
い
よ
う
で
す
。

Ｐ
Ｃ
Ａ
Ｇ
Ｉ
Ｐ
だ
と
そ
う
し
た
困
り

ご
と
に
、
ア
ド
バ
イ
ス
で
は
な
く
、
い
ろ

い
ろ
な
ア
イ
デ
ア
が
提
供
さ
れ
ま
す
。
支

援
の
ア
イ
デ
ア
や
ス
タ
ッ
フ
ミ
ー
テ
ィ
ン

グ
、
事
例
検
討
の
や
り
方
、
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
や
研
修
や
人
事
の
ア
イ
デ
ア
ま
で
出
て

き
ま
す
。
そ
し
て
、
必
ず
と
言
っ
て
い
い

ほ
ど
事
例
提
供
者
が
、「
そ
の
発
想
は
な

か
っ
た
」
と
い
う
ア
イ
デ
ア
を
も
ら
い
、

3
ケ
月
後
に
経
過
報
告
し
て
も
ら
う
こ
と

と
し
て
、
事
例
検
討
を
終
わ
り
ま
す
。

経
過
報
告
の
場
で
は
、
驚
か
さ
れ
る

こ
と
が
多
々
あ
り
ま
す
。
ま
ず
、
事
例
提

供
者
は
も
ら
っ
た
ア
イ
デ
ア
を
選
ん
で
真

摯
に
実
践
し
て
き
て
く
れ
ま
す
。
義
理
堅

さ
で
は
な
く
て
、
事
例
検
討
の
場
で
の
エ

ン
パ
ワ
メ
ン
ト
が
作
用
し
て
い
る
よ
う
で

す
。
さ
ら
に
チ
ー
ム
の
実
情
に
合
わ
せ
て

ア
レ
ン
ジ
し
た
り
修
正
し
た
り
オ
リ
ジ
ナ

ル
の
ア
イ
デ
ア
を
加
え
て
き
て
く
れ
ま

す
。
た
っ
た
3
ヶ
月
と
は
思
え
な
い
よ
う

な
チ
ー
ム
支
援
が
展
開
さ
れ
て
い
た
り
し

ま
す
。
そ
し
て
、
事
例
提
供
者
に
、
チ
ー

ム
に
、
メ
ン
バ
ー
に
、
そ
し
て
利
用
者

に
、
何
か
し
ら
の
好
ま
し
い
変
化
が
あ
っ

た
こ
と
が
確
認
で
き
ま
す
。
事
例
検
討
の

や
り
方
を
座
学
で
学
ん
で
演
習
し
た
だ
け

で
、
こ
れ
ほ
ど
の
成
果
が
で
る
の
で
、
コ

ス
ト
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
は
抜
群
だ
と
思
い

ま
す
。

管
理
者
、
指
導
者
、
育
成
者
と
い
っ
た

立
場
や
役
割
に
つ
く
と
、
支
援
技
能
の
補

填
や
向
上
、
意
欲
の
喚
起
は
自
己
責
任
、

助
言
を
も
ら
え
る
こ
と
も
稀
に
な
り
ま

す
。
し
か
も
、
困
り
ご
と
や
悩
み
は
多
岐

に
わ
た
り
、
複
合
的
に
な
り
、
し
っ
く
り

く
る
研
修
も
な
い
。
そ
う
し
た
ニ
ー
ズ
を

お
持
ち
の
方
に
、
お
勧
め
で
す
。
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令
和
7
年
11
月
13
日
（
木
）
か
ら
14
日

（
金
）
に
か
け
て
、
令
和
7
年
度
九
州
・

山
口
・
四
国
自
閉
症
施
設
協
議
会	
職
員
研

修
会
を
熊
本
県
大
津
町
に
て
開
催
し
ま
し

た
。
本
研
修
会
は
、
九
州
・
山
口
・
四
国

各
地
の
会
員
施
設
職
員
が
一
堂
に
会
し
、

日
頃
の
実
践
や
課
題
を
共
有
し
な
が
ら
、

よ
り
質
の
高
い
支
援
の
在
り
方
を
学
び
合

う
こ
と
を
目
的
と
し
て
実
施
さ
れ
ま
し

た
。
な
お
、
本
年
度
の
担
当
施
設
は
、
障

が
い
者
支
援
施
設
「
三
気
の
里
」
で
す
。

研
修
初
日
は
、
担
当
施
設
で
あ
る
三

気
の
里
お
よ
び
関
連
す
る
グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ム
の
施
設
見
学
を
行
い
ま
し
た
。
実
際
の

支
援
現
場
を
見
学
す
る
こ
と
で
、
日
々
の

支
援
の
工
夫
や
環
境
整
備
に
つ
い
て
理
解

を
深
め
る
貴
重
な
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

そ
の
後
は
阿
蘇
地
域
に
移
動
し
、「
震
災

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
K
I
O
K
U
」
を
訪
問
し

ま
し
た
。
震
災
の
記
憶
や
教
訓
に
触
れ
、

防
災
や
地
域
と
の
つ
な
が
り
、
支
援
施
設

と
し
て
の
備
え
に
つ
い
て
改
め
て
考
え
る

時
間
と
な
り
ま
し
た
。

午
後
か
ら
は
開
会
式
に
続
き
、
施
設
長

会
お
よ
び
二
つ
の
分
科
会
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
施
設
長
会
で
は
、
各
施
設
か
ら
の
現

状
報
告
や
事
前
に
寄
せ
ら
れ
た
議
題
を
も

と
に
、
運
営
面
の
課
題
や
人
材
育
成
、
今

後
の
方
向
性
に
つ
い
て
活
発
な
意
見
交
換

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
特
に
、
人
材
確
保
が

大
き
な
課
題
と
な
る
中
で
、
外
国
人
労
働

者
の
雇
用
に
関
す
る
現
状
や
受
け
入
れ
体

制
、
言
語
や
文
化
の
違
い
へ
の
配
慮
、
定

着
に
向
け
た
支
援
の
工
夫
な
ど
に
つ
い
て

具
体
的
な
事
例
が
共
有
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
職
員
の
福
利
厚
生
向
上
を
目
的
と
し

た
取
り
組
み
に
つ
い
て
も
議
論
が
行
わ

れ
、
働
き
や
す
い
職
場
環
境
づ
く
り
や
職

員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
向
上
に
つ
な
が
る

工
夫
、
休
暇
制
度
や
研
修
制
度
の
充
実
な

ど
、
各
施
設
の
実
践
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

分
科
会
①
で
は
「
高
齢
化
対
策
、
老

い
や
看
取
り
へ
の
向
き
合
い
方
」
を
テ
ー

マ
に
、
高
齢
化
が
進
む
利
用
者
支
援
の
現

状
や
看
取
り
に
関
す
る
考
え
方
、
各
施
設

の
具
体
的
な
実
践
事
例
が
共
有
さ
れ
ま
し

ブ
ロ
ッ
ク
報
告

　
　
　
　
　

学
び
と
交
流
を
深
め
た
2
日
間

令
和
7
年
度
　
九
州
・
山
口
・
四
国

自
閉
症
施
設
協
議
会
　
職
員
研
修
会
　
開
催
報
告
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た
。
参
加
者
か
ら
は
、
自
施
設
で
の
支
援

を
見
直
す
き
っ
か
け
に
な
っ
た
と
の
声
が

聞
か
れ
ま
し
た
。

分
科
会
②
で
は
「
施
設
行
事
や
イ
ベ
ン

ト
、
地
域
貢
献
・
地
域
連
携
の
実
例
紹
介
」

を
テ
ー
マ
に
、
余
暇
支
援
の
工
夫
や
地
域

と
の
関
わ
り
を
通
じ
た
取
り
組
み
が
紹
介

さ
れ
ま
し
た
。
他
施
設
の
実
践
に
触
れ
る

こ
と
で
、
新
た
な
発
想
や
今
後
の
活
動
に

つ
な
が
る
多
く
の
学
び
が
得
ら
れ
ま
し

た
。夕

刻
に
は
懇
親
会
が
開
催
さ
れ
、
各
施

設
に
よ
る
紹
介
を
交
え
な
が
ら
、
職
員
同

士
の
交
流
が
図
ら
れ
ま
し
た
。
普
段
は
情

報
交
換
の
機
会
が
限
ら
れ
る
中
、
直
接
顔

を
合
わ
せ
て
意
見
を
交
わ
す
こ
と
で
、
施

設
間
の
つ
な
が
り
を
深
め
る
有
意
義
な
時

間
と
な
り
ま
し
た
。

の
研
修
内
容
を
振
り
返
り
ま
し
た
。
本
研

修
会
を
通
し
て
、
各
施
設
が
抱
え
る
課
題

や
工
夫
を
共
有
し
、
相
互
に
学
び
合
う
こ

と
で
、
今
後
の
支
援
の
質
の
向
上
と
職
員

一
人
ひ
と
り
の
専
門
性
の
深
化
に
つ
な
が

る
有
意
義
な
研
修
会
と
な
り
ま
し
た
。

社
会
福
祉
法
人
萌
葱
の
郷
　
め
ぶ
き
園

　
福
田
　
和
彦

2
日
目
は
、
菊
陽
病
院	

精
神
保
健
福
祉

士
の
村
上
幸
大
氏
を
講
師
に
迎
え
、「
精
神

障
が
い
に
つ
い
て
学
ぼ
う
（
仮
）」
と
題
し

た
講
演
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
現
場
で
の

支
援
に
直
結
す
る
内
容
に
、
参
加
者
は
熱

心
に
耳
を
傾
け
、
質
疑
応
答
で
は
活
発
な

意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

最
後
に
全
体
会
と
し
て
、
施
設
長
会
お

よ
び
分
科
会
の
報
告
が
行
わ
れ
、
2
日
間
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